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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上面が開放された透明又は半透明の容器の内底に形状を保持できる保形性の培地を付着
し、その培地に冬虫夏草の培養種菌を接種して容器の開口を通気性及び透湿性を有する透
明又は半透明のフィルムで被着し、同容器を横向きにした状態で下側となるフィルム又は
容器の一部に排水手段を設け、その容器を多湿の環境下で横向きの姿勢にし、上方又は容
器の開口正面から光を照射しながら培養することを特徴とする、冬虫夏草の培養方法。
【請求項２】
　フィルムに透明のものを用い、多数の容器を横向きの姿勢で水平に並べ、これを多段に
積み重ねて培養するようにした、請求項１記載の冬虫夏草の培養方法。
【請求項３】
　培地が、米粉を主成分としたものに水を加えて混練したものである、請求項１又は２記
載の冬虫夏草の培養方法。
【請求項４】
　培地が、昆虫から抽出したエキスを添加したものである、請求項１～３いずれか記載の
冬虫夏草の培養方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冬虫夏草（とうちゅうかそう）の培養方法に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　冬虫夏草とは、冬眠するために腐葉土中に潜った昆虫の成虫又は幼虫（蛹）の体内に侵
入して菌糸を育て、暖かくなると発芽して地上に姿を現してくる寄生キノコ類であり、常
食すると生活習慣病の予防になるとされている。冬虫夏草はいろいろな種類の昆虫に寄生
して発生するが、子実体が立派に生長して健康増進に効果があるとされるのは、コウモリ
ガとセミの培地から発生するものであった。最近では、収穫地の環境悪化などの原因で良
質な冬虫夏草の採取が困難となってきており、人工的な培養方法が研究されている。
【０００３】
　例えば、穀物を培養基の主材料とする方法があるが、これでは菌の力が乏しくて弱々し
い子実体しか発生せず、健康増進の面でも良い評価が得られていない。養蚕の蛹やイモム
シ等の昆虫類に冬虫夏草菌を注入して培養基とする方法では、発芽が不完全でカビが発生
する等のトラブルが多い。穀物を主材料とした培養基に養蚕の蛹の乾燥粉末を加える方法
では、冬虫夏草菌が培地材料を分解する能力が上がらず、収穫性が乏しい。その他、菌の
強度を持続させる方法や高い子実体収量が得られる培養基の製造方法など様々な方法が提
案されているが、未知な点が多く、満足する結果は得られていない。
【０００４】
　これに対し、本出願の発明者は従来の方法と比較して高い収量を安定的に得ることがで
きる培養方法を発明した。その内容が特許文献１で開示されている。この技術は、冬虫夏
草の菌を注入した養蚕の蛹を擬黒多刺蟻の巣の内部や周辺に挿入して発芽させ、その生長
した子実体の小片を培養して培養種菌を作製し、擬黒多刺蟻の乾燥粉末とその抽出エキス
が添加された培地を容器に流し込んで前記培養種菌を接種し、容器の開口を通気性ラップ
で被着して多湿の環境下で培養することを特徴としている。
【０００５】
　ところで、前記特許文献１に記載の技術では、容器内が多湿となり、これが結露して水
滴となって流れ落ち、その水滴が培地に滞留することとなれば、生長中の冬虫夏草菌糸が
壊死してカビが発生するなど、品質を低下させることがあった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－２８７４８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明が解決しようとする課題は、従来のこれらの問題点を解消し、冬虫夏草菌糸に水
が直接触れないように培養することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　かかる課題を解決した本発明の構成は、
１）　上面が開放された透明又は半透明の容器の内底に形状を保持できる保形性の培地を
付着し、その培地に冬虫夏草の培養種菌を接種して容器の開口を通気性及び透湿性を有す
る透明又は半透明のフィルムで被着し、同容器を横向きにした状態で下側となるフィルム
又は容器の一部に排水手段を設け、その容器を多湿の環境下で横向きの姿勢にし、上方又
は容器の開口正面から光を照射しながら培養することを特徴とする、冬虫夏草の培養方法
２）　フィルムに透明のものを用い、多数の容器を横向きの姿勢で水平に並べ、これを多
段に積み重ねて培養するようにした、前記１）記載の冬虫夏草の培養方法
３）　培地が、米粉を主成分としたものに水を加えて混練したものである、前記１）又は
２）記載の冬虫夏草の培養方法
４）　培地が、昆虫から抽出したエキスを添加したものである、前記１）～３）いずれか
記載の冬虫夏草の培養方法
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にある。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の前記１）記載の構成によれば、容器やフィルムの内面に付着した水滴は流れ落
ちて排水手段で容器外へ排水される。したがって、冬虫夏草菌糸に水が直接触れることは
なく、培地に滞留することもない。また、上方から水滴が落ちても、容器の外面を流れて
容器内に浸入することはない。よって、品質の良い冬虫夏草を培養できるようになる。
【００１０】
　本発明の前記２）記載の構成によれば、冬虫夏草を一度に大量に培養できるようになる
。また、透明のフィルムによって上下に段積みされた容器内に光が十分に供給され、培養
の過程も目視しやすくなる。
【００１１】
　本発明の前記３）記載の構成によれば、主成分の米粉で培地が糊状になり、容器の内底
に確実に付着して形状が長期間に渡って保持され、安定した培養が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施例の冬虫夏草の培養を示す側面図である。
【図２】実施例の冬虫夏草の培養を示す正面図である。
【図３】実施例の他の例の冬虫夏草の培養を示す正面図である。
【図４】実施例の容器の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明を実施するための形態を実施例と図面に基づいて具体的に説明する。
【実施例】
【００１４】
　図１は実施例の冬虫夏草の培養を示す側面図、図２は実施例の冬虫夏草の培養を示す正
面図、図３は実施例の他の例の冬虫夏草の培養を示す正面図、図４は実施例の容器の説明
図である。図中、１は容器、２は培地、３はフィルム、３ａは排水口、４は棚、５は照明
、Ａは冬虫夏草、Ｗは水である。
【００１５】
（１）平板培地と試管培地の作製
グルコース　　　　　　　　　２０ｇ
寒天　　　　　　　　　　　　１５ｇ
酵母エキス　　　　　　　　　　３ｇ
リン酸２水素カリウム　　　　　１ｇ
昆虫エキス　　　　　　　　　　３ｍｌ
蚕エキス　　　　　　　　　　　３ｍｌ
蒸留水　　　　　　　　　１０００ｍｌ
【００１６】
　昆虫エキスは、自然界において採取した昆虫を選別し、これを５０％エタノールで洗浄
して不純物を除去した後に圧搾採取する。これを容積比３倍の酒造用エタノール（５５％
濃度）の中に１０日間浸漬し、濾過した後にアルコール分を揮発させて得る。蚕エキスは
、蛹を形成する過程で採取し、前記と同様に圧搾採取と酒造用エタノール抽出によって得
る。グルコース・寒天・酵母エキス・リン酸２水素カリウムは市販品を入手する。
【００１７】
　前記組成を攪拌してｐＨを測定し、アルカリ性が過ぎればクエン酸を用い、酸性が過ぎ
れば水酸化ナトリウムを用いてｐＨ５～６に調整する。これを１．５気圧、１２０℃に設
定した殺菌釜で４０分間加熱殺菌し、直径９０ｍｍのシャーレに平均５ｍｍ厚（４０ｍｌ
）となるように流し込み、冷却ゲル化させて分離用の平板培地を得る。また、前記組成を
１５ｍｌほど試験管に流し込み、約１０°に傾けたまま冷却ゲル化させ、試管培地を得る
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。
【００１８】
（２）試管種菌の作製
　自然界から採取した冬虫夏草子実体の頭頂部を消毒したカミソリ刃で切開し、内部の組
織を１～２ｍｍ角の小片にする。この１５～２０片の小片を前記（１）で作製した平板培
地の表面に等間隔で配列し、室温を２０℃に設定して１週間ほどおくと、小片から純白の
菌糸が生育して菌叢が形成される。この内、純粋なコロニーの中央部分を培地とともに採
取し、前記（１）で作製した試管培地に移植して菌糸を培養し、試管種菌（菌母）を完成
させる。作製本数の目安としては、平板培地１枚分の菌株に対して試管種菌１０本である
。
【００１９】
（３）培養種菌の作製
グルコース　　　　　　　　　２０ｇ
乾燥酵母　　　　　　　　　　１０ｇ
ブドウ糖　　　　　　　　　　１０ｇ
リン酸２水素カリウム　　　　　１ｇ
レモン果汁　　　　　　　　　　３ｍｌ
酵母エキス　　　　　　　　　　５ｍｌ
蒸留水　　　　　　　　　１０００ｍｌ
【００２０】
　グルコース・乾燥酵母・ブドウ糖・リン酸２水素カリウム・レモン果汁・酵母エキスは
市販品を入手する。前記組成を攪拌してｐＨを測定し、アルカリ性が過ぎればクエン酸を
用い、酸性が過ぎれば水酸化ナトリウムを用いてｐＨ５～６に調整する。これを１．５気
圧、１２０℃に設定した殺菌釜で４０分間加熱殺菌し、培養槽に移し替えて室温まで冷却
する。室温に達した時点で、前記（１）で使用した昆虫エキスを１０ｍｌ添加して菌糸培
養液を作製する。
【００２１】
　この菌糸培養液を通気攪拌培養槽に注ぎ、菌糸が十分に回って白変した前記（２）の試
管培地を移し入れる。その分量は菌糸培養液４５０ｍｌに対して試管種菌１本（１５ｍｌ
）の割合とする。温度を２２℃に設定して約２週間が経過する頃、菌糸培養液中にクモの
巣状の菌糸の広がりが確認できる。
【００２２】
（４）発芽用培養基の作製
精製白米（粒）　　　　　　　２１ｇ
大豆微粉　　　　　　　　　　　３ｇ
落花生微粉　　　　　　　　　　２ｇ
ブドウ糖　　　　　　　　　　　１ｇ
乾燥酵母　　　　　　　　　　　２ｇ
昆虫エキス　　　　　　　　　　２ｇ
水道水　　　　　　　　　　　２９ｍｌ
【００２３】
　昆虫エキスは前記と同様の方法で得る。精製白米・大豆微粉・落花生微粉・ブドウ糖・
乾燥酵母は市販品を入手する。
【００２４】
　前記組成を攪拌し、これを透明なガラス製又はポリプロピレン製の容器１（直径１０ｃ
ｍ×高さ１０ｃｍの広口ビン）に流し込んで培地２とする。この容器１に通気性を有する
キャップを被着して発芽用培養基とし、これを１．５気圧、１２０℃に設定した殺菌釜で
４０分間加熱殺菌する。その後、容器１を殺菌釜から取り出して植菌室に運び入れ、培地
２の温度が５０℃以下に低下した段階でキャップを取り外し、代わりに通気性及び透湿性
を有する透明のポリエチレン製のフィルム３を被着して輪ゴムで留める。
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　植菌室の温度を２２℃に設定し、培地２の温度が２５℃を下回ったことを確認してから
フィルム３を開き、前記（３）で作製した培養種菌をスポイトで２ｍｌ採取し、これを培
地２に突き込んで接種する。接種を終えると再びフィルム３を被着する。このとき、フィ
ルム３の縁部に小径の排水口３ａを開口しておく。あるいは、フィルム３の縁部を一部め
くって排水口としてもよいし、側面に小径の排水口が開口された専用の容器を用いてもよ
い。
【００２６】
（５）培養
　接種を終えた培地２を温度１８～２４℃、湿度８０～９０％に設定した菌糸培養室に運
び込み、その多数の容器１を排水口３ａが下に位置されるように棚４に横向きの姿勢で水
平に並べ、これを多段に積み重ねる（図１，２参照）。あるいは、多段の棚４に容器１を
一段づつ配置してもよい（図３参照）。この容器１の横向きで培地２は縦向きになるが、
糊状の培地２は容器１の内底に確実に付着されて形状が保持されており、変形したり剥離
したりすることはない。また、多湿で容器１内が結露して水滴が生じることがあるが、そ
の水Ｗは流れ落ちて排水口３ａから排水され、培地２に滞留することはない。さらに、上
方から水滴が落ちても、容器１の外面を流れて容器１内に浸入することはない。
【００２７】
　日光を遮断した状態で培養すると、約２週間が経過する頃に菌糸が培地２全体に蔓延し
、茶色の培地２が乳白色に変化する。培地２の表面に米粒状の突起（原基）が確認できた
ら、２０００ルクス以上の照明５を２４時間連続的に照射して発芽を促進させ、突起がオ
レンジ色に変化することで発芽を確認する。
【００２８】
　発芽直後に培地２を遮光可能な栽培用ハウスに持ち込み、容器１を排水口３ａが下に位
置されるように棚４に横向きの姿勢で水平に並べ、これを多段に積み重ねる。そして、１
８～２４℃の温度管理・８０～９０％の湿度管理・朝は明るく夜は暗い照度管理・十分な
通気管理を継続する。このときも、前記と同様に容器１内で結露した水Ｗは流れ落ちて排
水口３ａから排水され、冬虫夏草Ａに直接触れたり培地２に滞留することはない（図４参
照）。また、上方から水滴が落ちても、容器１の外面を流れて容器１内に浸入することも
ない。
【００２９】
　その後、約４０日経過すると５～８ｃｍに生長した冬虫夏草Ａを収穫できる。収穫した
冬虫夏草Ａは子実体と菌糸塊部分に分離し、各々を含水率８％程度に乾燥すれば流通可能
な商品となる。子実体は人を対象とした健康食品に使用し、菌糸塊は家畜を対象とした飼
料の添加物に応用する。
【産業上の利用可能性】
【００３０】
　本発明の技術は、冬虫夏草の他、キノコ類全般に応用できる。
【符号の説明】
【００３１】
１　容器
２　培地
３　フィルム
３ａ　排水口
４　棚
５　照明
Ａ　冬虫夏草
Ｗ　水
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